
■P２　　　かちゃリンクやまえNPO法人に認証 

■P３　　　郡体・村民ボウリング大会 

■P４　　　むらびとインタビュー 

■P５～７　村内トピックス 

■P８～11　お知らせ 

ぴんぴんサロン16区七夕の様子　願いが叶いますように 



NPOとは英語の「Non－Profit Organization」の略で、ボランティア団体や市民活動団体などの「民間非営利

組織」を広く指します。つまり、株式会社などの営利企業とは違って、「利益追求のためではなく、社会的な使

命の実現を目指して活動する組織や団体」のことです。山江村では「行政、住民、企業の協働による地域づく

りの事業を行うことで、新しい住民サービスの提供や住民サービスの充実を図り、豊かで活力ある地域づくり

に寄与する」ということを目的として今回の設立に至りました。

６月27日（月）には第一回理事会が開催され本年度の事業計画等を確認したところで、これからその活動が

本格的に行われます。

NPO活動が活発化してくると、「働く場」として雇用の創出につながったり、社会のために何かしたいという

人にとって、地縁組織や会社などの枠組みを超えて、その思いを実行できる場、生きがいの場としての役割が

期待されています。

NPO法人かちゃリンクやまえに入会する条件として、

「この法人の目的をよく理解し賛同していること」、「協

調性に富み、相互扶助の精神を有すること」となって

おり、この趣旨に賛同する方であれば

どなたでも入会することができます。

当法人は、会員を募集しています。

詳しくは、山江村役場企画調整課

（0966－23－3112）までお気軽に

お問い合わせください。



平
成
17
年
６
月
18
日
（
土
）
人

吉
ス
タ
ー
レ
ー
ン
に
て
第
１
回
村

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
村
民
の
交
流
と
親
睦
を
目

的
と
し
41
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
村
長
の
挨
拶
の
後
、
田
山
重

巳
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
あ
り

競
技
に
入
り
ま
し
た
。

競
技
は
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
で
左

右
の
レ
ー
ン
を
入
れ
替
わ
り
な
が

ら
投
げ
る
た
め
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

で
ゲ
ー
ム
が
展
開
し
ま
し
た
。
３

ゲ
ー
ム
を
投
げ
約
１
時
間
で
終
了

し
ま
し
た
。

年
代
別
優
勝
は
20
〜
30
歳
代
新

山
孝
博
さ
ん
、
40
歳
代
渡
瀬
修
さ

ん
、
50
歳
代
中
村
至
拡
さ
ん
、
60

歳
代
以
上
藤
本
道
敏
さ
ん
、
女
性

の
部
藤
田
千
代
美
さ
ん
で
、
総
合

優
勝
は
渡
瀬
修
さ
ん
で
し
た
。
表

彰
の
後
抽
選
に
よ
り
村
長
賞
は
じ

め
豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
55
回
球
磨
郡
民
体
育
祭
が
５

月
21
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
お

よ
そ
１
ヶ
月
半
、
人
吉
市
・
球
磨

郡
一
円
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

村
か
ら
は
お
よ
そ
２
７
０
名
の

方
々
が
、
陸
上
競
技
、
水
泳
、
軟

式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
テ
ニ
ス
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
四
半
的
弓
道
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ゴ
ル
フ
の
計
18
競
技
へ
参
加

を
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
は
前
回
大
会
で
優
勝

し
、
今
年
は
連
覇
を
か
け
て
大
会

に
挑
み
ま
し
た
。
練
習
が
あ
ま
り

で
き
な
か
っ
た
中
、
選
手
た
ち
は

懸
命
に
戦
い
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
３
位
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
男
子
が

前
々
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
男
子
、

女
子
と
も
多
く
の
期
待
を
背
負
い

な
が
ら
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
は
、
最
終

回
ま
で
見
逃
せ
な
い
緊
迫
し
た
試

合
を
行
い
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
男
子
は
惜
し
く
も
２
位
と

い
う
結
果
で
し
た
。

卓
球
は
湯
前
町
の
湯
前
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
行
わ
れ
、
た
い

へ
ん
蒸
し
暑
い
会
場
の
中
で
接
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
団
体
戦
で

は
２
位
、
ま
た
個
人
で
は
男
子
50

歳
以
上
で
西
政
明
さ
ん
が
３
位
、

一
般
女
子
で
吉
村
豊
子
さ
ん
、
豊

永
有
加
さ
ん
が
３
位
、
40
〜
49
歳

で
勝
原
聖
美
さ
ん
が
２
位
と
い
う

結
果
で
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
あ
さ
ぎ
り

町
免
田
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
絶
好
の
天
気

に
恵
ま
れ
つ
つ
大
会
へ
挑
み
ま
し

た
。
惜
し
く
も
優
勝
ま
で
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
男
女
と
も

に
準
優
勝
す
る
と
い
う
好
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
お
い
て
村

民
の
皆
様
の
参
加
、
そ
し
て
応
援

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

そ
の
他
を
含
む
各
競
技
の
主
な

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
軟

式
野
球
〉
３
位
、〈
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
〉（
男
子
）
２
位
、〈
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
〉
個
人
戦
（
壮
年
）
３
位

木
口
恒
夫
・
蕨
野
正
信
、〈
卓
球
〉

団
体
戦
３
位
、
個
人
戦
（
男
子
50

歳
以
上
）
３
位
　
西
政
明
、（
一

般
女
子
）
３
位
　
吉
村
豊
子
・
豊

永
有
加
、（
女
子
40
〜
49
歳
）
２

位
　
勝
原
聖
美
、〈
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
〉
団
体
戦
（
女
子
）
３
位
、
個

人
戦
（
男
子
40
歳
以
上
）
２
位

横
山
浩
之
・
平
山
辰
也
、（
女
子

29
歳
以
下
）
２
位
　
前
田
沙
織
、

（
女
子
30
歳
以
上
）
優
勝
　
横
山

理
恵
、（
女
子
40
歳
以
上
）
優
勝

前
田
由
美
、〈
サ
ッ
カ
ー
〉
３
位
、

〈
四
半
的
弓
道
〉
団
体
戦
３
位
、

〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〉（
男
子
）
２
位
、

（
女
子
）
２
位
、〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
〉
個
人
　
内
川
幸
人

第55回 

球
磨
郡
民
体
育
祭 



このコーナーは、山江村でいろんな事に頑

張っている「人」を紹介していくものです。

今月は、第４区長 城子義治さんにインタビ

ューしました。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

城子　義治（じょうし　よしはる）

第４区長

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

明
る
く
和
や
か
な
地
域
づ
く
り

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
30
代
か
ら
40
代
の
青
年

部
が
毎
月
一
回
球
磨
拳
の
練
習
を

し
て
お
り
、
つ
つ
じ
祭
や
産
業
祭
、

ま
た
県
の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
そ
う
い
う
活
動
を
活
気
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
今
年
か
ら

地
区
の
予
算
に
球
磨
拳
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
地
域

の
活
動
を
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
が

自
慢
で
す
。

（
聞
き
手
）
次
に
区
長
に
な
ら
れ

て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

４
区
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き

な
人
が
多
く
、
７
月
３
日
に
１
分

館
１
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
実
施
し
そ

の
後
反
省
会
を
行
っ
た
の
で
す

が
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大

盛
況
で
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
明
る
く
和
や
か
な

地
域
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
聞
き
手
）
山
江
村
へ
の
要
望
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
川
辺
川
ダ
ム
問
題

で
、
座
談
会
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
４
区
は
農
業
主
体

の
地
域
な
の
で
、
早
く
水
が
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
ま
ず
４
区
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

４
区
は
、
寺
ノ
下
、
下
城

子
、
石
原
、
新
寺
の
下
住
宅
の
４

つ
の
地
区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
会
に
よ
る
も
ぐ
ら
打
ち
や

綱
引
き
な
ど
が
盛
ん
で
、
活
気
の

あ
る
地
区
で
す
。

ま
た
、
石
原
地
区
の
諏
訪
神
社

で
は
毎
年
旧
暦
の
７
月
27
日
に
お

祭
り
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
午

前
中
は
掃
除
を
行
い
午
後
か
ら
は

懇
親
会
を
行
う
の
で
す
が
、
祭
り

の
特
徴
と
し
て
、
魚
を
お
供
え
し
、

各
家
庭
に
持
ち
帰
り
刺
身
に
し
て

食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

（
聞
き
手
）
そ
れ
で
は
４
区
の
自

慢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

寺
ノ
下
地
区
の
高
寺
院

や
、
山
田
祭
り
の
中
心
と
な
る
下

城
子
の
大
王
神
社
が
挙
げ
ら
れ
る



山
江
村
企
画
調
整
課
で
は
、
住
民
の
方

に
広
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
を
改
善

セ
ン
タ
ー
１
Ｆ
和
室
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

ご
利
用
で
き
る
時
間
は
、
土
日
祭
日
を

除
く
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
、
山
江
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ロ
ン
て

れ
び
に
よ
る
山
江
村
民
テ
レ
ビ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
山
江
村

企
画
調
整
課
ま
で
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

７月２日（土）、３日（日）あさぎり町須恵文化ホール

において第41回球青協文化祭が行われました。今回は第

47回県総合青年祭文化の部を兼ねており、球磨郡以外に

も熊本市、鏡町等の市町村が参加しての文化祭でした。

山江村青年団はダンスの部に出場し、球磨村に一歩及

ばず５チーム中、惜しくも２位となりました。参加した

団員は「毎日練習できつかったけど、楽しかった」と笑

顔で健闘をたたえあっていました。

なお、展示の部の成績については次のとおりです。

１位　柳瀬真奈美

１位　宮田　将臣

２位　橋本　美生

１位　橋本　美生

10日の交流集会には住民の方のたくさんの出席をお待ちしております。９日のバーベキュー大会、10日の交
流会（どちらも負担金あり）に出席を希望される方は準備の都合等がございますので、企画調整課（ 23-5234）
までお問い合わせください。

期　日

9月9日

（金）

9月10日

（土）

時　間

13:30

17:00

18:30

9:00

12:00

13:00

14:30

14:30

14:45

14:45

16:15

内　　　　容

番組作り実践講座（パートⅠ）

●山江村の暮らしを体験し、

山江村の生活を映像で表

現してもらう。

バーベキュー大会

番組作り実践講座（パートⅡ）

●編集作業

交流集会

●開会行事

●マロンてれび他４団体の活動報告

休憩（移動）

分科会

備　　　考

山江ツーリズムを

体験

（豆腐作りなど）

山江村ゲートボール場

企画情報センター

にて編集

山江村体育館

山江村役場大会議室

農村環境改善センター

山江中学校

期　日

9月10日

（土）

9月11日

（日）

時　間

16:15

16:30

16:30

18:00

18:00

19:30

19:30

21:00

9:00

10:30

10:45

12:00

内　　　　容

休憩（移動）

シンポジウム

移動

交流会

夜なべ談義（希望者）

マロンてれび収録体験

（9日・10日の模様も紹介）

今後の交流集会について

等…

●閉会行事

備　　　考

山江村体育館

山江温泉ほたる

山江温泉ほたる

６月号でもお伝えしました、第３回市民メディア全国交流集会の詳しい日程が次のとおり決定しました。



６
月
１
日
、
山
江
中
学
校
環
境
委
員
会

（
生
徒
活
動
）
は
、
今
年
も
役
場
と
教
育
委

員
会
の
玄
関
前
で
花
の
苗
の
植
付
け
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
、
学
校
に
咲
い
た
花
の
種
を
採
取

し
た
も
の
で
、
４
月
に
学
校
で
種
ま
き
を

し
て
環
境
委
員
全
員
で
ポ
ッ
ト
に
移
し
大

切
に
大
き
く
育
て
た
も
の
。

当
日
は
、
小
田
校
長
を
始
め
、
委
員
の

生
徒
達
が
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
フ
ィ
ル
ズ
、
ジ
ニ
ア
の
苗
を
、
花
壇

や
昨
年
ま
で
生
徒
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
花
を
植
え
て
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
堆

肥
を
混
ぜ
て
植
え
込
み
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

環
境
委
員
会
で
は
、「
毎
年
こ
の
活
動
を

通
し
て
地
域
の
方
々
に
美
し
く
咲
い
た
花

を
見
て
い

た
だ
き
、

少
し
で
も

心
が
潤
っ

て
も
ら
え

た
ら
」と
、

花
の
咲
く

の
を
楽
し

み
に
作
業

を
進
め
て

い
ま
し

た
。

山江村社会福祉協議会では、毎年夏休み
期間中に、ひとり親家庭（母子・父子家庭）
を対象とした「一日父親母親行事」（日帰り
旅行）を実施しています。
今年も、下記のとおり実施予定ですので、
参加を希望される親子の皆様は、７月31日
までにお申込ください。
子どもさんのみの参加はできませんので、
必ず保護者同伴でご参加ください。

※参加費は必要ありません。
※詳細につきましては、社会福祉協議会ま
でお尋ね下さい。 ２４－１５０８

平成17年６

月22日（水）

高齢者学級開

講式を山江村

歴史民俗資料

館で開催しま

した。開講式

では山江村長

より「積極的な学習活動への参加を行ってください。」

という挨拶の後、日程の説明と年間計画の説明があ

りました。

今回は、「知られざる西南の役展」にあわせ館内の

見学と、屯田兵のビデオを鑑賞しました。その後、

４台のマイクロバスに分乗し山江村、人吉市で西南

の役ゆかりの場所を見学しました。林鹿寺では勝海

舟が書いたと言う戦死の碑、永国寺では、人吉２番

隊の碑、西郷隆盛の位牌などがありました。最後に、

物産館「ゆっくり」で閉会をしました。 当日は、

約90名の参加があり元気に学習してきました。

７月１日（金）万江小学校において「地域子育て

スクール講演会」が開催されました。講師は人吉市

立第一中学校校長瀬口汎敏先生で、子供のしつけに

ついての講演でした。

瀬口先生は「現在、中高生による凶悪な犯罪が多

発しているが、これは小さい頃からの親のしつけの

問題であり、一番大事なのは自分の子供のことをよ

く知ること。」と熱心に、時にはユーモアを交えて講

演されました。

参加した保護者は先生の話に真剣に耳を傾け、終

始和やかな雰囲気での講演会となりました。



蕁

肥満とは、運動不足などによる
消費カロリーが少ないことにより、
体に必要以上の脂肪をたくわえて
しまっている状態のことです。
体重が負荷となって腰や関節を

痛めるだけでなく、あらゆる臓器に負担をかけ、糖尿
病や高脂血症、高血圧、脂肪肝など生活習慣病の原因
となります。生活習慣病が気になりだす40代、50代の
人は、まず肥満の予防・解消に努めましょう。

食事は１日３食を規則正しくとる。
食べ過ぎに注意する。
適正体重を保つ
運動を積極的に行う。

※ＢＭＩ（体格指数） 
ＢＭＩ＝ 体重(kg) ÷ 身長(m) ÷ 身長(m)

ＢＭＩ 
判定 

や　　せ 

正  常  域 

肥　　満 

18.5未満 

18.5～25.0未満 

25.0以上 

熊本県内在住の中学生および小学生（4、5、6年生）
を対象とします。

自作未発表作品で、はがき（またははがきサイズ
の用紙）を使用してください。作品は、「明るく親
しみのある国民年金」を表現したもの、または国
民年金は「世代と世代の支えあい」で成り立って
いることを表現したもの。画材については自由
（パステル、水彩、アクリル、色鉛筆、切り絵など）
ただし、立体物は不可。

作品を描いたはがき（またははがきサイズの用紙）
に、住所、氏名、年齢、電話番号、学校名、学年
を明記してください。応募作品は返却いたしませ
ん。一人何点でも応募できます。（学校・クラスで
まとめて送付可）

〒860-8559
熊本市辛島町5-1 熊本社会保険事務局
年金課内「イメージはがきコンテスト」係
または、
県内各市町村役場国民年金の窓口
県内各社会保険事務所の窓口

平成17年９月16日（金）当日消印有効とします。

中学生部門および小学生部門それぞれ次の通りと
します。

入賞者に直接通知するとともに、広報誌等で発表
します。

応募作品の著作権は、主催者に帰属するものとし、
入賞作品は、鶴屋百貨店「ふれあいギャラリー」
に展示するほか、県内各地で展示会を行います。

熊本社会保険事務局　年金課　給付企画係
電話　096-211-0763

イメージはがき 
　　　コンテスト 
イメージはがき 
　　　コンテスト 
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川
辺
川
ダ
ム
砂
防
事
務
所
で
は
、「
水

害
の
な
い
豊
か
な
ふ
る
里
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
に

よ
り
ダ
ム
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

当
事
務
所
で
は
、
工
事
か
ら
発
生
し

た
伐
採
木
、
木
の
根
を
チ
ッ
プ
化
し
、

肥
料
や
法
面
緑
化
の
材
料
な
ど
に
使
用

し
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
業
の
進
捗
と
共
に
工
事

で
使
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
チ
ッ
プ
材
を
農
林
業
の
盛
ん

な
こ
の
地
域
の
方
に
提
供
す
る
こ
と
で

「
資
源
の
有
効
活
用
」
と
「
地
域
に
貢
献

で
き
な
い
か
」
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

・
ご
希
望
さ
れ
る
数
量
に
つ
い
て

発
生
す
る
伐
採
木
等
に
限
り
が
あ
り
、

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
ご
希
望
数
量

に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
実
物
の
チ
ッ
プ
材

写
真
と
は
違
い
、
形
状
等
が
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
チ
ッ
プ
材
の
利
用
方
法
（
用
途
）

畑
・
農
園
等
の
敷
き
材
、
堆
肥

・
連
絡
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
葉
書
に
、
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
・
希
望
数
量
を
記
載
し
て
、

左
記
、
連
絡
先
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

（
希
望
数
量
の
記
載
例：

軽
ト
ラ
ッ

ク
◯
台
分
）

・
提
供
場
所

五
木
村
金
川

山
江
村
役
場
　
企
画
調
整
課

０
９
６
６
―
２
３
―
５
２
５
４（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
６
―
２
３
―
５
２
３
３

職
務
の
前
提
と
な
る
専
門
的
知
識
・

能
力
の
習
得
度
を
客
観
的
に
評
価
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
試
験
並
び
に
、
職
務
部
門
単

位
で
の
よ
り
実
践
的
な
職
務
遂
行
能
力

を
評
価
す
る
マ
ス
タ
ー
試
験
が
下
記
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
17
年
10
月
１
日

（
土
）
・
２
日
（
日
）

※
マ
ス
タ
ー
試
験
は
２
日
（
日
）
の
み

平
成
17
年
７
月

６
日
（
水
）
以
降
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表

平
成
17
年
７
月

20
日
（
水
）
〜
平
成
17
年
８
月
３
日

（
水
）
消
印
有
効

詳
し
く
は
、
熊
本
県
職
業
能
力
開
発

協
会
ま
で
。

０
９
６
―
３
８
４
―
１
７
１
１

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
活

動
の
財
源
と
し
て
、
私
た
ち
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な

例
と
し
て
、
教
育
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、

国
と
地
方
公
共
団
体
が
負
担
し
た
公
立

学
校
の
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り
の
年

間
教
育
費
（
平
成
14
年
度
）
は
、
小
学

生
８
５
８，

０
０
０
円
、
中
学
生
９
３

８，

０
０
０
円
、
高
校
生
（
全
日
制
）

９
１
８，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住

宅
や
道
路
の
整
備
、
安
全
の
確
保
に
欠

か
せ
な
い
警
察
・
消
防
な
ど
の
活
動
に

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
い
わ
ば

「
会
費
」
で
あ
り
、
正
し
い
申
告
と
納
税

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
記
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
最
寄
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
備
え
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



人
吉
税
務
署
　

２
３
―
２
３
１
３

税
務
相
談
室
八
代
分
室
　

２
２
―
３
７
３
６

最
近
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
か
か
る

ハ
ガ
キ
等
が
各
家
庭
に
送
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ハ
ガ
キ
に
は
、
相
手
先
の
住
所
、

電
話
番
号
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
、
電
話
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
低
金
利
で
お
金
を
貸
す

よ
う
な
ハ
ガ
キ
も
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
保
証
金
を
振
り
込
ま
な
い
と

融
資
し
な
い
等
言
っ
て
、
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
手
口
で
す
の
で
、
絶
対
、
お

金
を
振
り
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
人
吉
警
察
署
生
活
安
全
課

（

２
４
―
４
１
１
０
）
ま
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

平
成
17
年
４
月
か
ら
、
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
が
お

持
ち
の
障
害
者
手
帳
の
デ
ザ
イ
ン
が
変

り
ま
し
た
。

新
し
い
手
帳
は
、
障
害
の
種
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
手
帳
の
カ
バ
ー

の
色
を
青
色
に
統
一
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
わ
か
り
や
す

く
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

◯
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

バ
ス
の
介
護
人
割
引
が
適
用
さ
れ
る

場
合
は
、
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。

な
お
、
カ
バ
ー
の
み
の
交
換
も
で
き

ま
す
。

◯
４
月
以
降
の
新
規
交
付
、
等
級
変
更
、

更
新
、
再
判
定
、
再
交
付
分
か
ら
、

新
し
い
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

◯
３
月
ま
で
に
交
付
し
た
手
帳
を
お
持

ち
の
方
で
、
新
し
い
手
帳
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
再
交
付
申
請
の
手
続

に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
身

体
障
害
者
手
帳
と
、
知
的
障
害
者
福

祉
手
帳
（
療
育
手
帳
）
の
場
合
は
、

別
途
規
定
の
顔
写
真
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

山
江
村
役
場
住
民
福
祉
課

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１．

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２．

戦
没
者
等
の
子

３．

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹

４．

右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

５．

右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親

等
内
の
親
族

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（

２
３

―
３
９
７
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
で
生
活
さ
れ

る
難
病
患
者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
の
日

常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
る
ほ

か
、
地
域
交
流
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。９

時
〜
16
時

水
日
祝
日
・
12
月
29
日
〜
１

月
３
日

０
９
６
―
３
３
１
―
０
５
５
５

FAX
０
９
６
―
３
６
９
―
３
０
８
０

熊
本
市
東
町
４
丁
目
11
―
１
県

健
康
セ
ン
タ
ー
３
階

７
月
30
日
（
土
）

午
後
６
時
よ
り

味
園
天
神
堂
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交
通
安
全
に
つ
な
が
る
日
常
の
会
話

や
体
験
談
等
を
作
文
で
左
記
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。
応
募
方
法
に
つ
い

て
詳
し
く
は
内
閣
府
政
策
統
括
官
（（
強

制
社
会
製
作
担
当
）
交
通
安
全
作
文
募

集
係
（
０
３
―
３
５
８
１
―
１
１
８
２
）

ま
た
は
（
社
）
日
本
交
通
福
祉
協
会
交

通
安
全
作
文
募
集
係
（
０
３
―
３
２
５

５
―
２
０
８
１
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
（
金
）
〜
９
月

10
日
（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
区
分
　
①
小
学
生
の
部
②
中
学
生

の
部
③
父
親
･
母
親
･
一
般
の
部
④
高

齢
者
の
部
（
65
歳
以
上
の
方
）

①
･
②
の
部
　
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
（
な
る
べ
く

直
筆
で
）

③
･
④
の
部
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
５
枚
以
内
（
メ
ー
ル
も
可
）

送
付
先：

〒
１
０
１
―
０
０
２
１
　

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
２
―
２
―
17

共
同
ビ
ル

（
社
）
日
本
交
通
福
祉
協
会
　
交
通
安
全

作
文
募
集
係

E-m
ail：
jtw
@
koutsufukushi.or.jp

①昭和54年４月２日から昭和63年４月１日までに生まれた者
②次の一つに該当する者は受験できない。
ア　日本国籍を有しない者
イ　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
ウ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行の終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
エ　山江村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
オ　日本国憲法の施行の日以後において、日本国憲法又はその下に設立し政府を暴力で破壊することを主
張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

①受付期間
平成17年７月25日（月）から８月12日（金）まで（土曜日、日曜日を除く）
受付時間は、午前８時30分から午後５時まで。
郵送の場合は、８月12日（金）までの消印のあるものに限り受け付ける。
②申込先
山江村役場　総務課　電話0966-23-3111
所　在　地　熊本県球磨郡山江村大字山田甲1356番地の1（〒868-8502）

（注）第１次試験の際は、受験票と筆記用具（HBの鉛筆・消しゴム等）及び上履きを持参すること。なお、時
計を持参する場合は、計時機能だけのものに限る。

山江村役場　総務課　0966-23-3111
所　在　地　熊本県球磨郡山江村大字山田甲1356番地の1（〒868-8502）

区　　分

高等学校卒程度

職種

一般事務

採用予定数

１名程度

勤務先及び職務内容

長部局又は教育委員会等に勤務し、一般事務に従事する。

試　験

第１次試験

第２次試験

日　　　時

平成17年９月18日

午前８時30分

平成17年10月

下旬の予定

試験地

人吉市

山江村

試　験　場

熊本県立球磨工業

高等学校

別途第１次合格者

に通知する。

合　格　発　表

10月中旬合格者のみに通知するほか山江村

役場掲示場に掲示する。

11月上旬合格者、不合格者ともに通知する

ほか合格者は山江村役場掲示場に掲示する。



日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
は
、
左

記
の
日
程
に
て
救
急
法
救
急
員
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

も
し
も
の
時
の
心
肺
蘇
生
法
や
骨
折
、

脱
臼
、
ね
ん
ざ
の
際
の
応
急
処
置
、
包

帯
の
巻
き
方
等
の
講
習
会
で
す
。
ど
こ

で
も
す
ぐ
に
役
立
つ
技
を
身
に
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
17
年
７
月
29
日
（
金
）
〜

31
日
（
日
）

３
日
間
と
も
９
時
か
ら
17
時
ま
で

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

無
料

た
だ
し
、
教
材
費
３
、
０
０
０
円
が
必
要

15
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も

※
昼
食
は
各
自
で
準
備
と
な
り
ま
す
。

※
３
日
間
受
講
す
れ
ば
受
講
証
を
交
付

し
ま
す
。

※
最
終
日
の
検
定
に
合
格
す
れ
ば
赤
十

字
救
急
員
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部

０
９
６
―
３
８
４
―
２
１
１
１
（
内

線
３
３
４
０
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
―
３
８
３
―
９
４
８
６

中
学
卒
業
以
上
で
、
学
習
意
欲
の
あ

る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
３

年
間
で
卒
業
が
可
能
。
ま
た
、
２
年
３

年
へ
の
転
入
・
編
入
も
可
。

☆
必
要
な
学
習
活
動
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
衛
生
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き
な

が
ら
自
宅
で
学
習
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を
受

け
る
。

③
月
平
均
２
回
登
校
し
、
授
業
を
受
け

る
。

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る
。

８
月
22
日
（
月
）
〜

９
月
20
日
（
火
）

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
﹇
熊
本
校
﹈

〒
８
６
２
―
０
９
７
０

熊
本
市
渡
鹿
９
丁
目
１
の
１

０
９
６
―
３
８
３
―
７
３
３
０

熊
本
県
で
は
、
県
民
健
康
づ
く
り
計

画
「
く
ま
も
と
21
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
」
の

一
環
と
し
て
、
飲
食
店
や
惣
菜
店
等
を

利
用
さ
れ
る
方
に
、
健
康
に
配
慮
し
た

メ
ニ
ュ
ー
や
地
元
の
食
材
を
利
用
し
た

安
全
安
心
な
食
事
を
提
供
す
る
「
健
康

づ
く
り
応
援
店
」
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
お
店
を
募
集
し
ま

す
！

◯
主
な
メ
ニ
ュ
ー
の
栄
養
成
分
表
示

◯
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

◯
た
ば
こ
対
策
（
禁
煙
・
分
煙
）

◯
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
実
施

◯
そ
の
他
店
独
自
の
取
り
組
み

お
店
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
、
右
記
の

取
り
組
み
の
中
か
ら
１
つ
以
上
を
選
ん

で
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
お
店
に
は
専

門
家
で
あ
る
栄
養
士
が
栄
養
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
表
示
内
容
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

な
お
、
協
力
店
舗
に
は
「
健
康
づ
く

り
応
援
店
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す

る
ほ
か
、
熊
本
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。電

話
に
て
人
吉
保
健
所

保
健
予
防
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

８
月
31
日
（
水
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
実
施
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

熊
本
県
人
吉
保
健
所
　
保
健
予
防
課

２
２
―
３
１
０
７

FAX
２
２
―
４
３
９
２



●
発
行
所
/山
江
村
企
画
調
整
課
 

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1 

　
TEL 0966-23-3112  FAX 0966-24-5669

●
発
行
日
/ 

　
平
成
17年
7月
15日
発
行
 

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.yam
aem
ura.jp 

●
Eメ
ー
ル
 kikaku@

yam
aem
ura.jp 

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷
 

総　 務　 課 
企画調整課 
経済課・農業委員会 
税　 務　 課 
住民福祉課 
保健衛生課 
会　 計 　室 
建　 設　 課 
議会事務局 
教育委員会 
歴史資料館 

23-3111 
23-3112 
23-3113 
23-5692 
23-3978 
24-1700 
23-3293 
23-6449 
23-3401 
23-3604 
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］ 

このコーナーは、生涯学習の様々な講座を
紹介していくコーナーです。今回はパッチ
ワーク教室を紹介します。 


